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Abstract: In the revival from the Great East Japan Earthquake, use of GIS which can analyze 

various elements, such as city planning, industry, public and disaster prevention equipment, 

integrative becomes very effective.  In this research, GIS software and Google Maps/Earth are 

used in parallel by sharing KML data, and it is aimed at support towards earthquake disaster 

revival. 
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1. はじめに 

 東日本大震災による大津波は，東北地方の太平

洋沿岸部に多大な被害をもたらした．ライフライ

ンの復旧は，概ね完了しているが，今後の復興に

向けて，まちづくり，農林水産業・商工業・製造

業のあり方や公共施設，防災施設の整備・配置な

ど，様々な面からの一刻も早い復興事業の推進が

求められている（宮城県, 2011; 宮城県, 2012）． 

 そのため，多様な要素を地図上で統合的に分析

できる GIS の利用は，復興計画において非常に有

効となる（柴崎ほか, 2009）．また，GIS の高度な

空間分析能力は，浸水域や高台の情報等，多様な

空間情報を考慮する上でも効果を発揮する（地盤

工学会, 2007）．  

しかし，GIS を活用するには，GIS の概念やシ

ステムの利用技術等の教育機関や教材が体系的

に整備されていないこともあり，技術者が不足し

ている現状がある．また，GIS ソフトウェアが比

較的高価であることもあり，被災自治体で有効に

活用されているとは言えない．さらに，GIS を用

いた分析結果を有効に活用するためには，誰もが

簡単に復興計画のイメージを共有できるような，

情報の可視化を実現する必要がある． 

そこで，本研究では，フリーで提供されている

地図ソフトウェアとして，Google Maps と Google 

Earth に着目した．被災自治体との KML（keyhole 

markup language）によるデータ共有によって，

GIS ソフトウェアと Google Maps の並行利用を目

指した．また，GIS ソフトウェアを用いた分析結

果を KML に変換することで，Google Earth におい

て可視化を行った．そして，宮城県山元町におけ

る，復興計画や防災情報等の情報を Google Earth

上で表現することによって，震災復興に向けての

支援を目指した． 

 

2. KML を用いた震災復興支援の考案 

2.1 KML データの利用 

 Google Maps/Earth は，フリーで提供されてい

ることに加えて， GIS の利用技術がなくても，容

易に操作を習得することができるため，被災自治
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体での導入も可能である．Google Maps/Earth は，

ポイントやポリゴンデータ等の情報をKML形式の

データで出力することができる（Svennerberg, 

2010）．KML データは，アプリケーション・プログ

ラムにおける三次元地理空間情報の表示を管理

するために開発された，XML ベースのマークアッ

プ言語であり，Google Maps/Earth や Google 

Mobile 等の Google 社のサービスだけでなく，市

販されているGISソフトウェアでも読み込みが可

能である（Wernecke, 2008）．そのため，KML デー

タを用いて， GIS ソフトウェアと Google 

Maps/Earth を並行して利用することができる． 

KML データの例を図-1 に示す． 

 

 

図- 1  KML データの例 

 

2.2 GISソフトウェアとGoogle Mapsの並行利用 

GIS ソフトウェアを利用して，自治体，企業，

大学等の研究機関が共同作業を行う際，例えば，

自治体側でGISソフトウェアの利用が困難な場合，

ソフトウェアを介した情報交換ではなく，手書き

地図による指示や，口頭やメールでの情報交換の

みとなり，作業に手間が生じる． 

そこで，自治体では，Google Maps を利用して，

地図上に必要な情報を入力し，それを KML データ

として出力して，GIS ソフトウェアを利用可能な

企業や研究機関にデータを送る．そして，企業や

研究機関側では，KML データを GIS ソフトウェア

に読み込み，Google Maps ではできないような，

高度な空間分析処理を行う．さらに，分析後の空

間データを再びKMLデータとして出力することで，

自治体側でも再度 Google Maps 上で検証を行うこ

とができる．このような並行利用のイメージを図

-2 に示す． 

 

 

図- 2 GIS ソフトウェアと Google Maps の並行利用 

 

2.3 Google Earth を用いた情報の可視化 

Google Earth も Google Maps と同様，フリーで

提供されており，容易に操作を習得することがで

きるため，誰もが簡単に空間的なイメージを得る

ことができる． 

そこで，被災自治体では困難な，GIS ソフトウ

ェアによる空間データの統合や分析を研究機関

や企業等で行い，その結果を KML 形式のデータと

して出力する．そして，KML データを Google Earth

で読み込み，可視化することによって，GIS ソフ

トウェアのみでは困難な，復興計画のより分かり

やすいイメージを表現することができる． 

また，Google Earth は，GIS の利用技術がなく

ても容易に操作ができるため，住民自らが Google 

Earth を操作して，空間情報を様々な視点で確認

することにより，復興計画のイメージの共有を支

援することができる．KML を用いた Google Earth

による可視化のイメージを図-3 に示す． 
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図- 3  KML を用いた Google Earth による可視化 

 

3. KML を用いた震災復興支援の実施 

3.1 山元町営バスの路線計画 

 宮城県山元町では，津波の影響により，家屋の

流出や仮設住宅の設置等があり，住民の居住域が

大きく変化した．それに伴って，町営バスの路線

変更の必要が生じた．路線変更には，住民の居住

域の分布や年齢構成，最適なルート探索など，GIS

を用いた統合的な空間分析が必要になる．そこで，

宮城大学と山元町で共同して，GIS ソフトウェア

と Google Maps の並行利用によって，新規の路線

計画を行った． 

 路線計画の手法としては，山元町側では，GIS

技術者が存在しないため，Google Map を用いた作

業を行い，宮城大学側では把握が困難な，バス停

の正確な位置の入力作業等を行った．そして，KML

データとして出力して，宮城大学側へメール等で

送信する．一方，宮城大学側では，受け取った KML

データをGISソフトウェアのArcGISに入力して，

ルート探索や主題図作成等の空間分析を行った．

山元町の地区別年齢構成を図-4 に，路線計画図を

図-5 に示す． 

 

3.2 山元町を対象とした Google Earth の利用 

 山元町営バスの路線計画から継続して，Google 

Earth を利用して，山元町営バスの新規路線の表

示を行った．路線情報に加えて，バスの路線上に

存在する，役場，学校や病院等の表示も行うこと

で，バスの利用者に対して，路線上の情報提供の 

 

図- 4 山元町地区別年齢構成（3区分） 

 

図- 5 山元町営バス路線計画図 



支援を行った． 

また，津波の浸水域を可視化することで，防災

意識の向上を促すことも目的とした．さらに，仮

設住宅位置等の復興計画に関する情報を合わせ

て表示することによって，復興計画のイメージの

共有を支援することを目指した．その他に，山元

町の観光に関する情報を可視化することによっ

て，観光による震災復興支援に寄与することも視

野に入れている． 

Google Earth を用いて可視化した，山元町の浸

水域範囲を図-6に，仮設住宅位置を図-7に示す． 

  

 
図-6 山元町の浸水域範囲 

 

 

図- 7 山元町の仮設住宅位置 

4. おわりに 

 本研究では，KML を用いた震災復興支援を考案

し，その手法で山元町営バスの路線計画を行い，

自治体と研究機関の共同によるGIS分析の効率化

を実現した．また，GIS を用いた分析結果を KML

データに変換して，Google Earth において，復興

計画や防災情報等の可視化を行うことで，震災復

興に向けてのイメージ共有の支援を実現した．今

後も，本研究によって考案した手法によって，GIS

による復興支援を継続的に行う予定である． 
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